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第 25回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 派 遣 参 議 院

代 表 団 報 告 書  

 

団   長  参 議 院 議 員   中 曽 根 弘 文  

     同       清 水  貴 之  

同   行  国 際 部 副 部 長  清 水   賢  

会 議 要 員  国 際 会 議 課   小 川  明 子  

 同     同       小 島  功 平  

 

 第 25回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ 以 下 、 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 」 と い

う 。 ） 総 会 は 、 2017年 １ 月 15日 （ 日 ） か ら 19日 （ 木 ） ま で の ５ 日

間 、 フ ィ ジ ー の ナ ン デ ィ に お い て 、 19の 加 盟 国 （ 日 本 、 オ ー ス ト ラ

リ ア 、 カ ン ボ ジ ア 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 中 国 、 フ ィ ジ ー 、 イ ン ド ネ シ

ア 、 韓 国 、 ラ オ ス 、 マ レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 ミ ク ロ ネ シ ア 、 ニ ュ ー

ジ ー ラ ン ド 、 フ ィ リ ピ ン 、 ロ シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 タ イ 、 ベ ト ナ

ム ） か ら 約 130名 の 議 員 （ フ ィ リ ピ ン は 職 員 の み ） が 参 加 し て 開 催

さ れ た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 日 本 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ い て 1993年

１ 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 政 治 ・

安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て 加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て お り 、

現 在 27か 国 が 加 盟 し て い る 。 日 本 国 会 は 1996年 の 第 ４ 回 総 会 か ら 継

続 し て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

 今 次 総 会 に 派 遣 さ れ た 参 議 院 代 表 団 は 、 個 人 参 加 の 柳 本 卓 治 参 議

院 議 員 及 び 衆 議 院 代 表 団 と 共 に 日 本 国 会 代 表 団 を 結 成 し 、 団 長 に 中

曽 根 弘 文 参 議 院 議 員 、 副 団 長 に 牧 島 か れ ん 衆 議 院 議 員 を 選 出 し た 。  

 代 表 団 は 総 会 の 議 題 に 関 し て ５ 本 の 決 議 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現 地

で は 、 本 会 議 に お い て 決 議 案 の 趣 旨 を 説 明 し 、 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー

プ 及 び 起 草 委 員 会 に お い て 各 国 の 主 張 を 取 り 入 れ な が ら 成 案 の 取 り

ま と め を 行 っ た 。 ま た 、 チ コ ・ フ ァ タ フ ェ ヒ ・ ル ベ ニ ・ フ ィ ジ ー 議

会 議 長 、 ジ ョ サ イ ア ・ ヴ ォ レ ン ゲ ・ バ イ ニ マ ラ マ ・ フ ィ ジ ー 首 相 及

び 各 国 代 表 団 と の 会 談 等 を 積 極 的 に 行 っ た 。  

 さ ら に 、 中 曽 根 団 長 は 、 １ 月 19日 （ 木 ） か ら 21日 （ 土 ） ま で ニ ュ

ー ジ ー ラ ン ド を 訪 問 し 、 マ レ ー ・ マ カ リ ー 外 務 大 臣 、 ジ ョ ン ・ ラ ク

ス ト ン ・ ア ジ ア ・ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 基 金 理 事 長 を 含 む 同 基 金 役 員 等

と 懇 談 し た ほ か 、 20日 （ 金 ） に 同 国 に 到 着 し た 清 水 参 議 院 議 員 と 共

に 、 現 地 在 留 邦 人 及 び 日 系 企 業 関 係 者 と 懇 談 し た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 会 議 に お け る 参 議 院 代 表 団 の 活 動 を 中 心 に

述 べ る こ と と す る 。  
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１ ． 執 行 委 員 会  

 執 行 委 員 会 は 15日 （ 日 ） 午 後 に 開 会 さ れ 、 日 本 、 韓 国 、 カ ン ボ ジ

ア 、 イ ン ド ネ シ ア 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 チ リ 、 カ

ナ ダ 、 フ ィ ジ ー 及 び フ ィ リ ピ ン の 代 表 が 出 席 し 、 日 本 か ら は 柳 本 議

員 が 出 席 し た 。 今 次 総 会 会 長 ・ 執 行 委 員 会 委 員 長 で あ る ル ベ ニ 議 長

が 議 事 を 主 宰 し 、 今 次 総 会 の 議 題 案 及 び 日 程 案 、 次 期 執 行 委 員 国 の

選 出 、 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 、 今 後 の 総 会

の 主 催 国 等 に つ い て 協 議 を 行 っ た 。  

 柳 本 議 員 は 、 執 行 委 員 国 の う ち 、 北 東 ア ジ ア ・ グ ル ー プ に つ い て

は 韓 国 、 南 東 ア ジ ア ・ グ ル ー プ に つ い て は カ ン ボ ジ ア 、 オ セ ア ニ

ア ・ グ ル ー プ に つ い て は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 ア メ リ カ 大 陸 に つ い て

は コ ス タ リ カ の 任 期 が 本 年 ４ 月 に 終 了 す る こ と か ら 、 各 地 域 グ ル ー

プ に お い て 新 た な 執 行 委 員 国 を 選 出 し 、 最 終 本 会 議 ま で に フ ィ ジ ー

議 会 事 務 局 へ 報 告 す る よ う 要 請 し た 。  

 次 に 、 ル ベ ニ 議 長 は 、 昨 年 の 第 24回 総 会 の 際 に 初 め て 女 性 議 員 会

議 が 開 催 さ れ 、 同 総 会 の 執 行 委 員 会 に お い て 女 性 議 員 会 議 を 常 設 化

す る た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 の 必 要 性 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た が 、

今 次 総 会 の 執 行 委 員 会 に 議 論 が 持 ち 越 さ れ て い た と 述 べ た 。 こ れ に

対 し て 、 今 次 総 会 の 際 の 女 性 議 員 会 議 の 共 同 議 長 を 務 め た ヌ ル ハ ヤ

テ ィ ・ ア リ ・ ア セ ガ フ ・ イ ン ド ネ シ ア 国 会 議 員 よ り 、 15日 （ 日 ） 午

前 に 開 催 さ れ た 女 性 議 員 会 議 に お い て 、 女 性 議 員 会 議 を 常 設 化 す る

た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 を 行 う べ き と の 結 論 に 達 し た と の 報 告 が な

さ れ 、 ル ベ ニ 議 長 は 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の 問 題 を 本 会 議 で 取 り 扱 う

こ と を 執 行 委 員 会 に 諮 り 、 了 承 さ れ た 。  

 今 後 の 総 会 主 催 国 に つ い て 、 第 24回 総 会 に お い て 配 付 さ れ た ロ ー

テ ー シ ョ ン 表 に 基 づ き 第 26回 総 会 を 開 催 す る 順 番 と な っ て い る フ ィ

リ ピ ン の 上 院 事 務 局 職 員 よ り 、 上 下 両 院 に お い て い ま だ 結 論 が 出 て

い な い た め 、 他 に 次 回 総 会 の 主 催 を 希 望 す る 国 が あ れ ば 譲 り た い と

の 発 言 が あ っ た 。 こ れ を 受 け て 、 柳 本 議 員 は 、 ベ ト ナ ム が 次 回 総 会

を 主 催 す る 意 向 を 内 々 に 示 し て お り 、 ベ ト ナ ム に お け る 内 部 手 続 を

進 め る た め 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 か ら ベ ト ナ ム に 次 回 総 会 の

主 催 を 依 頼 す る 書 簡 を 発 出 す る こ と を 提 案 し 、 了 承 さ れ た 。  

 さ ら に 、 柳 本 議 員 は 、 カ ン ボ ジ ア が 第 27回 総 会 を 主 催 す る 意 向 で

あ る こ と を 今 次 総 会 に お い て 確 認 す る こ と を 提 案 し 、 了 承 さ れ た 。  

 

２ ． 開 会 式  

 開 会 式 は 16日 （ 月 ） に 挙 行 さ れ 、 中 曽 根 団 長 及 び 柳 本 議 員 は 、 ル

ベ ニ 議 長 、 バ イ ニ マ ラ マ 首 相 、 フ ァ ド リ ・ ゾ ン ・ イ ン ド ネ シ ア 国 会

副 議 長 と 共 に 壇 上 に 着 席 し た 。  
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 初 め に 、 今 次 総 会 会 長 を 務 め る ル ベ ニ 議 長 が 各 国 代 表 団 に 対 す る

歓 迎 の 挨 拶 を 行 っ た 。 ル ベ ニ 議 長 は 今 次 総 会 の 議 題 の 一 つ で あ る 平

和 及 び 安 全 保 障 に 関 し て 、 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 2030ア ジ ェ ン ダ

は 開 発 を 公 式 に 平 和 及 び 安 全 保 障 と 結 び つ け て お り 、 経 済 的 繁 栄 の

た め に は 平 和 及 び 安 全 保 障 を 維 持 し 環 境 を 保 全 す る 必 要 が あ る と 述

べ 、 総 会 の 成 功 を 期 待 す る 旨 述 べ た 。  

 続 い て 、 中 曽 根 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 の 祝 辞 が 柳 本 議 員 よ り 概 要 以 下

の と お り 代 読 さ れ た 。  

 1985年 １ 月 に 米 国 及 び 大 洋 州 諸 国 を 歴 訪 し た 際 、 私 は 日 本 の 内 閣

総 理 大 臣 と し て 初 め て ナ ン デ ィ を 訪 れ 、 首 脳 会 談 を 行 っ た 。 当 時 の

大 洋 州 諸 国 歴 訪 に よ り 、 日 本 は ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 を 基 盤 と す る 外

交 の 方 針 を 打 ち 出 し 、 私 は そ の 延 長 線 上 で 1993年 に Ａ Ｐ Ｐ Ｆ を 設 立

し た 。 今 回 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 南 太 平 洋 の 島 嶼 国 で の 初 め て の 開 催 と な

り 、 こ れ に よ り 環 太 平 洋 の 全 て の 地 域 で の 開 催 が 一 巡 し た こ と と な

る 。 フ ィ ジ ー 議 会 の 皆 様 の 御 尽 力 に 深 甚 な る 尊 敬 と 感 謝 の 念 を 表 す

る 。  

 昨 年 の 国 際 社 会 を 振 り 返 る と 、 シ リ ア 情 勢 の 混 迷 が 解 消 さ れ ず 、

ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 も Ｉ Ｓ Ｉ Ｌ に よ る テ ロ の 脅 威 に さ ら さ れ た 一 年

で あ り 、 寛 容 の 精 神 や 対 話 の 促 進 に よ り 各 国 が 連 携 し て 取 り 組 む こ

と が 欠 か せ な い 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 加 盟 国 の い く つ か に お い て 首 脳 の 交 代 が あ り 、 今 年 も

早 々 に 交 代 が 見 込 ま れ る 国 が あ る 。 各 国 の 推 移 に つ い て は 冷 静 に 見

守 っ て い か な け れ ば な ら な い が 、 我 々 は い ず れ も 平 和 、 自 由 、 民 主

主 義 、 基 本 的 人 権 と い っ た 普 遍 的 な 価 値 を 共 有 し て お り 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ

が 果 た す 役 割 も ま す ま す 重 要 な も の と な っ て い く と 考 え る 。  

 地 域 の 経 済 を 振 り 返 る と 、 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 共 同 体 が 始 動 し 一 年 を 経

た 。 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ が 地 域 協 力 の 中 心 と し て 、 ま た 、 法 の 支 配 や 民 主 主

義 と い っ た 普 遍 的 価 値 を 共 有 す る パ ー ト ナ ー と し て 地 域 の 安 定 と 繁

栄 を 主 導 し て い く こ と は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 全 体 に と っ て 大 変 有

益 で あ り 、 統 合 の 一 層 の 深 化 を 期 待 し た い 。  

 昨 年 ２ 月 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 加 盟 国 中 12か 国 に よ り 、 環 太 平 洋 パ ー ト ナ ー

シ ッ プ （ Ｔ Ｐ Ｐ ） 協 定 が 合 意 に 至 り 、 署 名 さ れ た 。 Ｔ Ｐ Ｐ 協 定 の 発

効 に つ い て は 不 透 明 な 面 が 残 る が 、 Ｔ Ｐ Ｐ 協 定 を 始 め と す る 経 済 連

携 協 定 や Ｗ Ｔ Ｏ の 下 で の 多 角 的 貿 易 体 制 は 自 由 貿 易 の 基 盤 で あ り 、

昨 年 11月 の Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 首 脳 会 議 に お い て も 確 認 さ れ て い る 。 自 由 貿 易

に つ い て の こ う し た 流 れ は 、 バ ン ク ー バ ー 宣 言 以 来 、 我 々 が Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ に お い て 目 指 し て き た 方 向 に 沿 っ た も の と 考 え る 。  

 今 回 の 総 会 に お い て 、 議 員 同 士 が 胸 襟 を 開 い て 率 直 に 議 論 を 行 う

こ と で 互 い の 信 頼 関 係 が 更 に 強 固 な も の と な る よ う 期 待 す る 。 ア ジ
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ア ・ 太 平 洋 地 域 の 平 和 と 繁 栄 、 ひ い て は 世 界 の 平 和 と 繁 栄 に つ な が

る よ う 、 友 情 を 育 む こ と が 我 々 の 大 き な 任 務 で あ る 。  

 次 に 、 バ イ ニ マ ラ マ 首 相 が 、 こ の 四 半 世 紀 も の 間 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 世

界 規 模 及 び 地 域 規 模 の 課 題 に 対 し て 常 に 第 一 線 で 取 り 組 み 、 我 々 の

共 通 の 立 場 を 構 築 す る こ と に よ っ て 、 ま た 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の

国 際 的 立 場 を 向 上 さ せ る た め に こ の 地 域 の 多 様 性 を 活 用 す る こ と に

よ っ て 、 地 域 の 信 頼 と 協 力 を 推 進 す る と い う Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 核 と な る 使

命 に 傾 注 し て お り 、 今 次 総 会 に お い て も 、 政 治 ・ 安 全 保 障 問 題 、 経

済 ・ 貿 易 問 題 、 地 域 協 力 等 に つ い て 活 発 な 議 論 が 行 わ れ る こ と を 期

待 す る 旨 述 べ 、 総 会 の 開 会 を 宣 言 し た 。  

 最 後 に 、 ゾ ン 副 議 長 が 各 国 代 表 団 を 代 表 し て 謝 辞 を 述 べ た 。  

 

３ ． 本 会 議 （ 最 終 本 会 議 を 除 く ）  

 本 会 議 は 16日 （ 月 ） か ら 18日 （ 水 ） の ３ 日 間 に わ た り 開 催 さ れ 、

「 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題 」 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問

題 」 及 び 「 地 域 協 力 」 を 議 題 と し て 開 催 さ れ た 。 フ ィ ジ ー 代 表 団 の

ラ ト ゥ ・ イ ノ ケ ・ ク ン ブ ア ン ボ ラ 防 衛 ・ 国 家 安 全 保 障 大 臣 、 ア レ ク

サ ン ダ ー ・ オ コ ナ ー 保 健 ・ 医 療 サ ー ビ ス 副 大 臣 及 び ミ カ エ レ ・ レ ア

ウ ェ レ 議 員 が 共 同 議 長 を 務 め た 。  

 

（ １ ） 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題  

 男 女 平 等 と 女 性 及 び 女 児 の エ ン パ ワ ー メ ン ト 、 人 身 及 び 薬 物 取 引

と 闘 う た め の 国 境 管 理 監 視 シ ス テ ム の 強 化 、 新 世 代 の リ ー ダ ー の た

め の 教 育 を 含 む 効 果 的 な 後 継 者 育 成 計 画 の 確 立 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地

域 及 び 国 際 社 会 に お け る 平 和 と 安 全 保 障 等 に つ い て 各 国 代 表 団 か ら

発 言 が な さ れ た 。  

 

（ イ ） テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策  

 中 曽 根 団 長 は 、 「 テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策 に 関 す る 決 議 案 」

に つ い て 、 概 要 以 下 の と お り 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 に よ り 大 量 破 壊 兵 器 や 弾 道 ミ サ イ ル 等 の 移

転 ・ 拡 散 、 暴 力 的 過 激 主 義 等 地 球 規 模 で 取 り 組 む べ き 課 題 が 増 大 す

る 中 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 平 和 、 安 定 及 び 成 長 が 世 界 に 与

え る 影 響 に 鑑 み 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が 果 た す 役 割 は 非 常 に 大 き い 。  

 昨 年 、 我 が 国 の 伊 勢 志 摩 で 開 催 さ れ た Ｇ ７ サ ミ ッ ト に お い て 、

「 テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策 に 関 す る Ｇ ７ 行 動 計 画 」 が 採 択 さ れ

た 。 こ の 行 動 計 画 に は 、 国 連 安 全 保 障 理 事 会 の 関 連 決 議 の 履 行 、 国

際 機 関 に お け る 情 報 共 有 、 国 境 警 備 、 航 空 保 安 、 テ ロ 資 金 対 策 、 文

化 財 の 不 正 取 引 対 策 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 関 連 企 業 を 始 め と す る 民 間 部
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門 と の 連 携 等 の 更 な る 推 進 が 含 ま れ 、 国 際 社 会 が 連 携 し て テ ロ と 闘

う た め の 大 き な 一 歩 と な る も の で あ り 、 日 本 国 会 代 表 団 は こ の 行 動

計 画 を 議 会 と し て フ ォ ロ ー ア ッ プ す る た め 、 本 決 議 案 を 提 出 し た 。  

 我 々 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 平 和 、 自 由 、 民 主 主 義 、 基 本 的 人

権 と い っ た 普 遍 的 価 値 を 尊 重 す る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 各 国 の 議 会 と 協 力 し て 各

国 政 府 の テ ロ 対 策 の 実 効 性 を 高 め 、 対 策 の 有 効 性 を 監 視 し 、 テ ロ 対

策 関 連 の 能 力 構 築 や 技 術 協 力 プ ロ グ ラ ム が よ り 効 率 的 、 効 果 的 に 提

供 さ れ る よ う 、 様 々 な レ ベ ル に お け る 協 力 関 係 を 強 化 し た い と 考 え

て い る 。  

 ま た 、 治 安 面 の テ ロ 対 策 だ け で な く 、 暴 力 的 過 激 主 義 を 生 み 出 さ

な い 社 会 の 構 築 が 必 要 で あ る 。 我 々 は 教 育 を 通 じ て 異 文 化 や 異 宗 教

に 対 す る 寛 容 性 を 養 い 、 就 労 に 必 要 な 知 識 や 技 能 を 習 得 さ せ る と と

も に 、 経 済 格 差 を 是 正 し 社 会 的 平 等 を 達 成 す る た め に 必 要 な 政 策 を

推 進 し な け れ ば な ら な い 。 特 に 、 若 者 が 暴 力 的 過 激 主 義 に 走 ら ぬ よ

う 、 我 々 議 会 人 は 彼 ら の 声 に も 真 摯 に 耳 を 傾 け 、 彼 ら の 声 を 国 政 に

生 か す こ と も 必 要 で あ る 。 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 加 盟 国 は テ ロ 対 策 に 取 り 組 み 、

暴 力 的 過 激 主 義 に 対 す る 強 靱 な 社 会 の 形 成 を 促 し て い か な け れ ば な

ら な い 。 今 次 総 会 を 機 に 地 域 の 議 会 人 の 協 力 関 係 が 更 に 強 化 さ れ る

こ と を 祈 念 す る 。  

 

（ ロ ） 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 及 び 平 和 の 達 成  

 清 水 議 員 は 、 「 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 及 び 平 和 の 達 成 に 関 す る 決 議

案 」 に つ い て 、 概 要 以 下 の と お り 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 ま ず 、 北 朝 鮮 が 昨 年 ９ 月 に 実 施 し た ５ 回 目 の 核 実 験 及 び 累 次 の ミ

サ イ ル 発 射 を 強 く 非 難 す る 。 国 連 を 中 心 と す る 国 際 社 会 は 、 北 朝 鮮

の 核 開 発 等 に 対 し 重 大 な 関 心 と 深 刻 な 懸 念 を 表 明 し て き た に も か か

わ ら ず 、 北 朝 鮮 が ５ 回 目 と な る 核 実 験 を 強 行 し た こ と は 断 じ て 容 認

で き な い 。 北 朝 鮮 が 、 昨 年 11月 に 採 択 さ れ た 国 連 安 全 保 障 理 事 会 決

議 第 2321号 を 始 め と す る 一 連 の 決 議 を 誠 実 か つ 完 全 に 実 施 し 、 六 者

会 合 の 再 開 に つ な が る 具 体 的 行 動 を 取 る よ う 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 及 び 各 国 の

議 会 人 が 北 朝 鮮 に 対 し て 強 い メ ッ セ ー ジ を 送 り 続 け 、 国 際 社 会 の 訴

え に 耳 を 傾 け る よ う 働 き か け る こ と が 重 要 で あ る 。  

 北 朝 鮮 に よ る 拉 致 問 題 に 関 し て は 、 領 土 を 犯 し 、 国 民 を 拉 致 し 、

主 権 を 侵 す こ と は 断 じ て 認 め ら れ な い 暴 挙 で あ り 、 さ ら に 、 基 本 的

人 権 の 侵 害 と い う 意 味 に お い て 国 際 社 会 全 体 の 普 遍 的 価 値 へ の 挑 戦

で あ り 、 決 し て 許 さ れ る も の で は な い 。 国 連 の 北 朝 鮮 に お け る 人 権

に 関 す る 調 査 委 員 会 の 最 終 報 告 書 に お い て は 、 韓 国 、 タ イ 、 マ レ ー

シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 中 国 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 か ら の 拉 致 に つ い て も

言 及 が あ り 、 拉 致 は 二 国 間 の 問 題 に と ど ま ら な い 。  
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 更 な る 状 況 の 改 善 の た め に 、 政 府 の み な ら ず 議 会 人 に よ る 働 き か

け も 肝 要 で あ る 。 昨 年 ４ 月 、 モ ン ゴ ル で 開 催 さ れ た 第 ９ 回 ア ジ ア 欧

州 議 員 会 議 に お い て 、 拉 致 を 含 む 人 権 侵 害 に つ い て 明 記 さ れ た 共 同

宣 言 が 採 択 さ れ た こ と を 歓 迎 し 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 に お い て も 、 拉 致 問

題 に つ い て 明 記 さ れ た 決 議 が 採 択 さ れ る よ う 求 め る 。 各 国 議 会 の 皆

様 の 更 な る 御 理 解 と 御 支 援 を お 願 い し た い 。  

 

（ ハ ） 中 東 和 平 プ ロ セ ス  

 牧 島 副 団 長 が 、 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 中

東 和 平 に 向 け た 我 が 国 の 取 組 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ ２ ） 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題  

 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 持 続 可 能 な 経 済 成 長 の 促 進 、 貧 困 緩

和 － 2030ア ジ ェ ン ダ 達 成 の た め の 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ）

の 支 持 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 食 料 安 全 保 障 の 促 進 、 市 民 参

加 に お け る ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア の 役 割 等 に つ い て 各 国 代 表 団 か ら 発

言 が な さ れ た 。  

 

（ イ ） 経 済 ・ 貿 易  

 今 井 雅 人 衆 議 院 議 員 が 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に 関

し 、 経 済 連 携 強 化 の 必 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ ３ ） 地 域 協 力  

 気 候 変 動 及 び そ の 影 響 に 対 処 す る 緊 急 行 動 の 実 施 、 陸 上 生 態 系 及

び 海 洋 ・ 海 洋 資 源 の 保 全 及 び 持 続 可 能 な 活 用 の 促 進 、 持 続 可 能 な 開

発 の た め に 地 域 に お け る 議 会 及 び シ ン ク タ ン ク が 講 じ 得 る 協 力 及 び

実 用 的 ア プ ロ ー チ 、 非 感 染 性 疾 患 に 対 処 す る 地 域 及 び 小 区 域 戦 略 の

開 発 、 防 災 等 に つ い て 各 国 代 表 団 か ら 発 言 が な さ れ た 。  

 

（ イ ） 防 災  

 清 水 議 員 は 、 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 概 要 以 下 の と お り

趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 は 大 規 模 自 然 災 害 の リ ス ク が 極 め て 高 い 地 域

で あ る 。 昨 年 ２ 月 に フ ィ ジ ー が サ イ ク ロ ン に よ り 甚 大 な 被 害 を 受 け

た こ と は 記 憶 に 新 し く 、 被 災 者 の 方 々 に お 見 舞 い を 申 し 上 げ る 。 ま

た 、 昨 年 ４ 月 に 熊 本 で 地 震 が 発 生 し た 際 に は Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 加 盟 各 国 か ら

お 見 舞 い や 支 援 を い た だ き 感 謝 申 し 上 げ る 。  

 自 然 災 害 の 影 響 を 受 け や す い ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お い て は 、 自

然 災 害 に 対 し て 備 え が で き て い る 「 強 靱 な 社 会 」 を 構 築 す る こ と が
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喫 緊 の 課 題 で あ る 。 そ の た め に 、 各 国 に お い て 防 災 の 優 先 順 位 を 上

げ 、 防 災 の た め の 適 切 な ガ バ ナ ン ス を 確 保 し 、 十 分 な 財 政 資 源 を 割

り 当 て る こ と に よ り 、 あ ら ゆ る レ ベ ル で の 公 共 政 策 に お い て 防 災 を

主 流 化 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 点 に 関 し 、 自 国 政 府 の 取 組 を 監

視 し 、 適 切 な 提 言 を 行 う 上 で 議 会 人 が 果 た す べ き 役 割 は 大 き い 。  

 日 本 は 災 害 経 験 か ら 得 た 知 見 と 技 術 を 最 大 限 に 生 か し 、 国 連 国 際

防 災 戦 略 の 活 動 支 援 、 ア ジ ア 防 災 セ ン タ ー を 通 じ た 防 災 情 報 の 共 有

や 人 材 育 成 、 日 中 韓 、 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 等 に お け る 地 域 内 防 災 協 力 等 の 取 組

を 行 っ て い る が 、 各 国 及 び 国 際 社 会 に よ る 更 な る 防 災 協 力 が 不 可 欠

で あ る 。 日 本 国 会 代 表 団 提 出 の 決 議 案 へ の 賛 同 を よ ろ し く お 願 い す

る 。  

 

（ ４ ） 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 問 題  

 18日 （ 水 ） の 本 会 議 の 冒 頭 、 オ コ ナ ー 共 同 議 長 よ り 、 17日 （ 火 ）

の 本 会 議 終 了 後 に イ ン ド ネ シ ア 代 表 団 か ら 女 性 議 員 会 議 の 常 設 化 の

た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 が 事 務 局 に 提 出 さ れ た と の 報 告 が あ り 、

本 件 の 取 扱 い に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。 イ ン ド ネ シ ア は 、 本 改 正 案

を 直 ち に 同 日 の 起 草 委 員 会 に 送 付 し 、 成 案 を 取 り ま と め て 今 次 総 会

の 本 会 議 に 上 程 す る よ う 要 請 し た 。 中 曽 根 団 長 は 、 女 性 議 員 会 議 の

開 催 に つ い て は 全 面 的 な 賛 意 を 示 し つ つ 、 女 性 議 員 会 議 の 義 務 化 に

伴 い 主 催 国 の 負 担 増 が 懸 念 さ れ る と 指 摘 し 、 規 則 改 正 は 重 要 な 問 題

で あ る の で 各 国 は こ れ を 慎 重 に 検 討 し た 上 で 次 回 総 会 に 諮 る べ き で

あ る と 述 べ た が 、 オ コ ナ ー 共 同 議 長 は 、 イ ン ド ネ シ ア 提 出 の 規 則 改

正 案 を 起 草 委 員 会 に 送 付 す る こ と を 本 会 議 に 諮 り 、 了 承 さ れ た 。  

 

４ ． ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ  

 日 本 を 始 め 各 国 か ら 提 出 さ れ た 39件 の 決 議 案 に つ い て 、 16日

（ 月 ） 及 び 17日 （ 火 ） の ２ 日 間 、 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ （ 以 下 、

「 Ｗ Ｇ 」 と い う 。 ） が 本 会 議 と 並 行 し て 開 催 さ れ 、 類 似 の 決 議 案 の

一 本 化 を 図 る と と も に 文 言 の 調 整 が 行 わ れ た 後 、 一 本 化 さ れ た 決 議

案 （ 以 下 、 「 共 同 決 議 案 」 と い う 。 ） は 、 全 加 盟 国 が 参 加 す る 起 草

委 員 会 に 順 次 送 付 さ れ た 。 な お 、 類 似 の 内 容 が な い 決 議 案 に つ い て

は 、 直 接 起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ た 。 日 本 国 会 代 表 団 が 提 出 し た ５ 本

の 決 議 案 に 関 す る 議 論 の 概 要 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 「 テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 中

曽 根 団 長 が 日 本 及 び ロ シ ア 代 表 団 提 出 の 決 議 案 の 内 容 を 統 合 し た 案

を 事 前 に 作 成 し 、 16日 （ 月 ） の Ｗ Ｇ に お い て ロ シ ア と 案 文 の 調 整 を

行 い 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 加 盟 国 間 の 関 連 当 局 間 の 情 報 共 有 の 強 化 、 相 互 理 解

の 精 神 に 基 づ く 多 元 主 義 及 び 寛 容 の 重 要 性 の 促 進 、 テ ロ 対 策 関 連 の
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能 力 構 築 ・ 技 術 支 援 プ ロ グ ラ ム を よ り 効 率 的 、 効 果 的 に 提 供 す る た

め の 協 力 強 化 等 の 内 容 を 含 む 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員 会

に 送 付 し た 。  

 「 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 及 び 平 和 の 達 成 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て

は 、 16日 （ 月 ） の Ｗ Ｇ に お い て 清 水 議 員 が カ ナ ダ 、 中 国 、 韓 国 及 び

マ レ ー シ ア 代 表 団 と 共 に 決 議 案 文 の 調 整 を 行 っ た 。 清 水 議 員 は 、 北

朝 鮮 に よ る 拉 致 を 含 む 人 権 問 題 を 決 議 に 盛 り 込 む こ と を 強 く 主 張

し 、 カ ナ ダ 及 び 韓 国 も こ れ に 賛 同 し た が 、 中 国 は 、 人 権 問 題 は 今 次

総 会 の 議 題 に 含 ま れ て い な い と 主 張 し 拉 致 及 び 人 権 に 関 す る 記 述 の

全 文 削 除 を 要 求 し た 。 し か し 、 カ ナ ダ は 日 本 の 立 場 に 理 解 を 示 し 、

全 て の 国 家 の 人 権 及 び 基 本 的 自 由 を 促 進 し 保 護 す る 義 務 、 北 朝 鮮 に

お け る 組 織 的 か つ 広 範 に わ た る 重 大 な 人 権 侵 害 を 明 ら か に し た 国 連

人 権 調 査 委 員 会 の 報 告 書 、 全 て の 拉 致 被 害 者 の 即 時 帰 国 に 関 す る ３

つ の パ ラ グ ラ フ を 共 同 決 議 案 に 含 め て 起 草 委 員 会 に 送 付 し 、 最 終 的

な 議 論 は 起 草 委 員 会 で 行 う こ と を 提 案 し た と こ ろ 、 中 国 は 異 議 を 唱

え な か っ た た め 、 こ れ ら ３ つ の パ ラ グ ラ フ を 含 む 共 同 決 議 案 を 起 草

委 員 会 に 送 付 し た 。  

 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 他 に 類 似 の 内

容 の 決 議 案 が 提 出 さ れ な か っ た た め 、 イ ス ラ エ ル 及 び パ レ ス チ ナ 双

方 に 対 し 、 直 接 交 渉 の 早 期 再 開 及 び 武 力 行 使 の 停 止 を 求 め 、 パ レ ス

チ ナ 国 家 の 設 立 に つ な が る 環 境 整 備 に 取 り 組 む よ う 要 請 す る 内 容 を

含 む 日 本 国 会 代 表 団 提 出 決 議 案 が 、 直 接 、 起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ

た 。  

 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 17日 （ 火 ） の Ｗ Ｇ

に お い て 今 井 議 員 が 、 チ リ 、 韓 国 、 メ キ シ コ 及 び ロ シ ア 代 表 団 と 共

に 決 議 案 文 の 調 整 を 行 い 、 ア ジ ア 太 平 洋 自 由 貿 易 圏 （ Ｆ Ｔ Ａ Ａ Ｐ ）

の 構 想 の 実 現 に 向 け た 取 組 を 促 進 す る 内 容 を 含 む 共 同 決 議 案 を 取 り

ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送 付 し た 。  

 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 17日 （ 火 ） の Ｗ Ｇ に お い

て 、 清 水 議 員 が カ ナ ダ 、 チ リ 及 び イ ン ド ネ シ ア 代 表 団 と 共 に 決 議 案

文 の 調 整 を 行 い 、 あ ら ゆ る レ ベ ル の 政 策 に お け る 防 災 の 主 流 化 、 防

災 分 野 に お け る 国 際 協 力 を 促 進 す る 内 容 を 含 む 共 同 決 議 案 を 取 り ま

と め 、 起 草 委 員 会 に 送 付 し た 。  

 

５ ． 起 草 委 員 会  

 起 草 委 員 会 は 16日 （ 月 ） か ら 18日 （ 水 ） の ３ 日 間 に わ た り 開 催 さ

れ 、 ジ ョ セ フ ・ デ イ ・ カ ナ ダ 上 院 議 員 が 起 草 委 員 会 委 員 長 を 務 め 、

起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ た 各 決 議 案 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 及 び 共 同 コ

ミ ュ ニ ケ 案 に つ い て 協 議 が 行 わ れ た 。  
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 朝 鮮 半 島 に 関 す る 共 同 決 議 案 に つ い て は 、 中 国 は Ｗ Ｇ と 同 じ 理 由

を 述 べ て 拉 致 及 び 人 権 問 題 に 関 す る 記 述 を 全 て 削 除 す る よ う 要 求 し

た が 、 清 水 議 員 は 、 本 決 議 案 に 盛 り 込 ま れ て い る 人 権 問 題 は 北 朝 鮮

の 人 権 問 題 に 特 化 し て い る た め 北 朝 鮮 に 焦 点 を 当 て た 本 決 議 案 に こ

れ を 含 め る こ と は 妥 当 で あ る と 主 張 し 、 イ ン ド ネ シ ア は 日 本 及 び カ

ナ ダ を 支 持 し 拉 致 被 害 者 の 即 時 帰 国 を 求 め る パ ラ グ ラ フ を 残 す べ き

で あ る と 主 張 し た た め 、 協 議 は 難 航 し た 。 デ イ 起 草 委 員 会 委 員 長

は 、 コ ン セ ン サ ス に 至 ら な い た め に 本 決 議 案 を 採 択 で き な い と い う

最 悪 の 事 態 は 回 避 す べ き で あ る と 述 べ て 各 国 代 表 団 に 歩 み 寄 り を 求

め た 。 最 終 的 に 、 各 国 代 表 団 は 、 北 朝 鮮 に よ る 人 権 侵 害 及 び 拉 致 に

言 及 す る パ ラ グ ラ フ を 削 除 し 、 全 て の 国 家 の 人 権 及 び 基 本 的 自 由 を

促 進 し 保 護 す る 義 務 に 関 す る パ ラ グ ラ フ は 残 し 、 北 朝 鮮 市 民 に 対 す

る 国 際 社 会 の 人 道 上 の 懸 念 に 言 及 す る パ ラ グ ラ フ を 入 れ る こ と で 合

意 し た 。 そ の 他 の 決 議 案 に つ い て も 文 言 の 修 正 等 が 行 わ れ 、 最 終 本

会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ れ た 。  

 女 性 議 員 会 議 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 問 題 に つ い て は 、

18日 （ 水 ） の 起 草 委 員 会 に お い て 具 体 的 な 規 則 改 正 案 の 案 文 が 各 国

代 表 団 に 初 め て 配 付 さ れ た 。 中 曽 根 団 長 は 規 則 改 正 案 の 検 討 時 間 の

不 足 等 手 続 上 の 問 題 を 指 摘 し 、 女 性 議 員 会 議 の 常 設 化 は Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の

構 成 を 変 更 し よ う と す る も の で あ る か ら 慎 重 に 検 討 す べ き で あ る と

述 べ 、 中 国 等 も こ れ に 賛 同 し た が 、 今 次 総 会 中 の 規 則 改 正 を 主 張 す

る イ ン ド ネ シ ア に 同 調 す る 意 見 も あ り 、 議 論 は 平 行 線 を た ど っ た 。

デ イ 起 草 委 員 会 委 員 長 は 、 今 後 Ｗ Ｇ を 設 置 し て 規 則 改 正 案 を 議 論

し 、 次 回 総 会 の 執 行 委 員 会 に 結 果 を 報 告 し 次 回 総 会 中 に 規 則 改 正 を

行 う こ と を 提 案 し た 。 各 国 代 表 団 は こ れ を 了 承 し 、 こ の 提 案 を 盛 り

込 ん だ 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 の 最 終 本 会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ れ た 。  

 

６ ． 最 終 本 会 議  

 最 終 本 会 議 は 18日 （ 水 ） 午 後 に 開 催 さ れ た 。  

 ま ず 、 ア リ ス ・ ウ ォ ン ・ カ ナ ダ 下 院 議 員 が 女 性 議 員 会 議 の 報 告 を

行 い 、 最 終 本 会 議 に お い て 、 女 性 議 員 会 議 の 常 設 化 の た め の Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ 規 則 改 正 案 に つ い て 議 論 す る た め の Ｗ Ｇ 設 置 が 承 認 さ れ る こ と を

期 待 す る 旨 述 べ た 。  

 第 26回 総 会 の 日 程 及 び 開 催 地 に つ い て 、 オ コ ナ ー 共 同 議 長 は 、 ベ

ト ナ ム が 第 26回 総 会 主 催 の 意 向 を 示 し て い る が 正 式 な 回 答 は 同 国 の

内 部 手 続 終 了 後 に な る 旨 、 ま た 、 執 行 委 員 会 に お い て カ ン ボ ジ ア が

第 27回 総 会 を 主 催 す る 意 向 が あ る こ と を 確 認 し た 旨 述 べ た 。  

 引 き 続 き 、 デ イ 起 草 委 員 会 委 員 長 が 起 草 委 員 会 か ら 送 付 さ れ た 21

本 の 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 に つ い て 報 告 し 、 全 会 一 致 に よ り
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採 択 さ れ た 。  

 そ の 後 、 中 曽 根 団 長 を 始 め 各 国 代 表 が 共 同 コ ミ ュ ニ ケ に 署 名 し 、

ル ベ ニ 議 長 が 総 会 の 閉 会 を 宣 言 し た 。  

 

７ ． 二 国 間 会 談 等  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 総 会 期 間 中 、 ル ベ ニ 議 長 、 バ イ ニ マ ラ マ 首

相 、 丁 世 均 議 長 を 団 長 と す る 韓 国 代 表 団 、 カ ン ボ ジ ア 、 メ キ シ コ 、

イ ン ド ネ シ ア 及 び ロ シ ア の 各 代 表 団 と の 会 談 を 行 っ た 。 そ の ほ か 、

ル ベ ニ 議 長 主 催 歓 迎 レ セ プ シ ョ ン 、 バ イ ニ マ ラ マ 首 相 主 催 夕 食 会 、

ジ オ ジ ・ コ ノ ウ シ ・ コ ン ロ テ ・ フ ィ ジ ー 大 統 領 主 催 送 別 夕 食 会 に 出

席 し 、 各 国 代 表 団 と の 意 見 交 換 を 行 う な ど 議 員 外 交 の 推 進 に 努 め

た 。 こ れ に 加 え 、 中 曽 根 団 長 は 、 最 終 本 会 議 終 了 後 、 ル ベ ニ 議 長 及

び デ イ 起 草 委 員 会 委 員 長 と 共 に 記 者 会 見 に 出 席 し 、 フ ィ ジ ー が Ａ Ｐ

Ｐ Ｆ 総 会 を 主 催 し た こ と の 意 義 、 今 次 総 会 の 印 象 等 に つ い て 述 べ

た 。 ま た 、 19日 （ 木 ） に フ ィ ジ ー 議 会 主 催 の 公 式 視 察 が 行 わ れ 、 清

水 議 員 が 参 加 し た 。  

 

８ ． 終 わ り に  

 今 次 総 会 に お い て 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 直

面 す る 共 通 の 課 題 に つ い て 各 加 盟 国 と 率 直 か つ 忌 憚 の な い 意 見 交 換

を 行 い 、 と り わ け 、 テ ロ 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 対 策 、 朝 鮮 半 島 情 勢 、

中 東 和 平 、 経 済 ・ 貿 易 、 防 災 協 力 に 関 し 、 日 本 提 出 の 決 議 案 を 基 に

協 議 を 主 導 し 、 共 同 決 議 案 の 取 り ま と め 等 を 通 じ て 会 議 の 成 功 に 積

極 的 に 貢 献 し た 。  

 今 次 総 会 に 当 た り 、 ル ベ ニ 議 長 を 始 め 多 く の フ ィ ジ ー 議 会 関 係 者

か ら 賜 っ た 御 厚 情 に 対 し 深 い 感 謝 の 意 を 表 す る と と も に 、 御 協 力 を

頂 い た 在 外 公 館 に 対 し 心 か ら 御 礼 を 申 し 上 げ 、 本 報 告 を 終 え る 。  


